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は
じ
め
に

第
77
回
全
国
保
健
所
長
会
総
会
は
、

京
都
府
保
健
所
長
会
の
廣
畑
弘
会
長
に

準
備
い
た
だ
き
、
令
和
2
年
10
月
19
日

（
月
）に
京
都
市
で
開
催
予
定
で
し
た

が
、
令
和
2
年
当
初
か
ら
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
の

影
響
で
、
急
き
ょ
文
書
評
決
と
な
り
ま

し
た
。
例
年
開
催
さ
れ
る
研
究
事
業
報

告
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
資
料
配

布
と
し
、
会
員
協
議
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
翌
10
月
20
日（
火
）か
ら

22
日（
木
）ま
で
京
都
市
で
開
催
予
定
の

日
本
公
衆
衛
生
学
会
総
会
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
概
要

令
和
2
年
4
月
か
ら
山
中
朋
子
会
長

の
後
任
と
し
て
本
会
会
長
に
就
任
し
た

へ
の
貢
献
に
感
謝
と
敬
意
の
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
保
健
所
長
会

名
誉
会
員
と
し
て
、
犬
塚
君
雄
氏
（
愛

知
県
）、
山
中
朋
子
氏
（
青
森
県
）、
阿

部
孝
一
氏（
福
島
県
）の
３
氏
が
推
戴
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
収
入
支
出
決
算
、
令
和
2
年
度
収
入

支
出
補
正
予
算
、
令
和
3
年
度
事
業
計

画
お
よ
び
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て
、

４
６
９
保
健
所
の
う
ち
回
答
総
数
４
１ 

５
保
健
所
の
す
べ
て
に
お
い
て
文
書
評

決
で
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
78

回
全
国
保
健
所
長
会
総
会
が
、
令
和
3

年
9
月
28
日
、
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
事
業
報
告

１
．�新
興
再
興
感
染
症
等
健
康
危
機
管

理
推
進
事
業

茨
城
県
朝
来
保
健
所
の
井
澤
智
子
所

長
を
分
担
事
業
者
と
す
る
研
究
班
は
、

全
国
保
健
所
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
第
一
波
対
応
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
（
暫

定
回
答
率
34
・
3
％
）。

保
健
所
業
務
の
人
員
体
制
に
つ
い

て
、
相
談
件
数
や
陽
性
者
数
に
か
か
わ

ら
ず
、
88
％
の
保
健
所
が
保
健
師
・
看

護
師
不
足
を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
多
様
な
C
O
V
I
D
︱
19
業
務

が
保
健
師
に
集
中
し
た
こ
と
が
一
因
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
体
制
づ

く
り
の
中
で
も
、
保
健
師
の
担
う
業
務

範
囲
の
見
直
し
、
流
行
状
況
や
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
に
応
じ
て
速
や
か
な
応
援
体

制
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
、
工
夫

と
知
見
の
共
有
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
へ
受
診
調
整

す
る
際
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

た
課
題
は
、「
受
診
先
の
確
保
」「
所
内
の

人
員
体
制
」が
多
く
、
陽
性
者
の
増
加

に
伴
い
「
検
査
体
制
の
確
保
」や
「
入
院

先
確
保
」へ
の
対
応
に
苦
慮
し
た
、
と

多
く
の
保
健
所
が
回
答
し
ま
し
た
。

濃
厚
接
触
者
は
、
最
多
数
10
人
以
下

は
30
％
、
30
人
以
下
は
約
半
数
、
31
～

１
０
０
人
は
22
％
で
、
最
大
は
６
０
０

人
で
、
積
極
的
疫
学
調
査
を
や
む
を
得

ず
中
断
し
た
経
験
の
あ
る
保
健
所
は
9
・

3
％
あ
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
タ
ー
は

大
分
県
東
部
保
健
所
の
内
田
勝
彦
所
長

か
ら
書
面
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
日
夜
尽

力
さ
れ
て
い
る
全
国
保
健
所
職
員
の
皆

さ
ま
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
中

長
期
的
に
保
健
所
機
能
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
危
機
管

理
に
関
す
る
委
員
会
で
課
題
を
整
理

し
、
国
へ
の
要
望
や
意
見
の
提
出
に
向

け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

地
域
保
健
の
充
実
強
化
に
関
す
る
委
員

会
に
お
い
て
、
感
染
症
を
含
む
危
機
管

理
時
に
備
え
た
人
員
確
保
を
は
じ
め
、

従
来
推
進
し
て
き
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
体
制
整
備
、
昨
年
の
健
康
増

進
法
改
正
に
伴
う
受
動
喫
煙
対
策
、
さ

ら
に
、
社
会
医
学
系
専
門
医
制
度
の
円

滑
な
運
用
等
を
推
進
し
た
い
」と
述
べ

ま
し
た
。

第
66
回
保
健
所
長
会
長
表
彰
で
は
、

全
国
か
ら
53
人
の
功
労
者
が
表
彰
さ

れ
、
会
長
か
ら
長
年
の
公
衆
衛
生
行
政

27
・
5
％
の
保
健
所
で
発
生（
最
大
15
件
）

し
、
86
・
4
％
の
保
健
所
が
外
部
応
援

を
受
け
て
お
り
、
応
援
内
容
は
、
疫
学

調
査
（
73
・
7
％
）、
相
談
対
応
（
57
・

9
％
）、
感
染
対
策
指
導（
52
・
6
％
）で

し
た
（
図
）。
陽
性
患
者
等
の
移
送
は
半

数
の
保
健
所
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。

以
上
、
第
一
波
の
時
期
は
、
入
退
院

基
準
や
検
査
体
制
、
診
療
体
制
な
ど
が

変
わ
っ
て
い
く
中
で
、
流
行
状
況
に
応

じ
て
、
地
域
ご
と
に
手
探
り
で
保
健
所

の
体
制
構
築
や
、
関
係
機
関
の
連
携
を

確
保
し
た
時
期
と
い
え
ま
す
。

喫
煙
場
所
設
置
状
況
は
、「
以
前
か
ら
設

置
し
て
い
な
い
」52
・
7
％
、「
２
０
１
９

年
7
月
以
降
に
廃
止
し
た
」16
・
8
％
、

「
6
月
以
前
か
ら
設
置
し
て
い
る
」
15
・

6
％
、「
7
月
以
降
に
設
置
し
た
」
10
・

9
％
で
し
た
。

飲
食
店
に
対
す
る
指
導
・
助
言
は
、

保
健
部
門
68
・
0
％
、
企
画
総
務
部
門

19
・
5
％
、
食
品
衛
生
部
門
11
・
3
％

の
順
で
、
喫
煙
可
能
室
設
置
届
出
受
理

と
苦
情
・
通
報
の
受
付
窓
口
担
当
部
署

に
つ
い
て
も
、
同
様
の
傾
向
で
し
た
。

受
動
喫
煙
対
策
の
増
員
は
、「
す
で
に
増

員
ま
た
は
増
員
計
画
が
あ
る
」
29
・

0
％
、「
増
員
の
予
定
は
な
い
」
57
・
8 

％
、「
未
定
」12
・
1
％
で
し
た
。

飲
食
店
の
法
令
遵
守
の
確
認
方
法

は
、「
苦
情
相
談
店
舗
へ
の
立
ち
入
り
検

査
の
実
施
」
79
・
3
％
、「
食
品
衛
生
法

の
更
新
手
続
き
の
際
に
確
認
」
18
・

4
％
、「
対
象
店
舗
を
選
別
し
て
立
ち
入

り
検
査
を
実
施
」
6
・
6
％
の
順
で
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
で
受
動
喫
煙
対
策
を
縮
小
し
た
保
健

所
は
48
・
8
％
で
し
た
。

以
上
、
今
後
と
も
、
対
象
施
設
等
の

受
動
喫
煙
対
策
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
全
国
保
健
所
長
会
「
喫
煙
対
策
に

関
す
る
行
動
宣
言
２
０
１
９
」の
数
値

目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
、
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

２
．保
健
所
に
お
け
る
喫
煙
対
策
の

現
状
と
課
題

静
岡
市
保
健
所
の
加
治
正
行
所
長
を

分
担
事
業
者
と
す
る
研
究
班
は
、
２
０ 

２
０
年
4
月
の
改
正
健
康
増
進
法
施
行

後
の
飲
食
店
や
事
業
所
を
対
象
と
し
た

受
動
喫
煙
防
止
の
啓
発
・
指
導
に
つ
い

て
、
保
健
所
の
対
応
状
況
や
課
題
を
整

理
す
る
た
め
、
全
国
保
健
所
を
対
象
と

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
（
回
収
率

69
・
5
％
）。

法
改
正
前
後
の
保
健
所
の
特
定
屋
外

今
後
に
向
け
て

今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
お
い
て
は
、
保
健
所
は

地
域
の
感
染
症
対
策
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
十
分
発
揮
し
た
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
健
所
が
健
康
危
機
管
理
に

関
し
て
の
地
域
の
専
門
的
技
術
的
拠
点

と
し
て
、
長
年
機
能
強
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
医
学

や
公
衆
衛
生
学
の
素
養
を
備
え
た
専
門

職
が
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
患

者
支
援
や
感
染
拡
大
防
止
に
総
力
戦
で

望
ん
だ
結
果
と
考
え
ま
す
。

今
な
お
、
第
三
波
の
感
染
拡
大
の
渦

中
に
あ
り
ま
す
が
、
第
一
波
、
第
二
波

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
職
種
別
業
務
の

見
直
し
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
に
お
い

て
は
I
C
T
の
活
用
な
ど
圏
域
を
超

え
た
広
域
的
な
情
報
共
有
を
迅
速
に
行

う
な
ど
、
長
期
戦
に
備
え
た
効
率
的
な

体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
夜
感
染

対
策
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
方
に

敬
意
を
表
し
、
健
康
に
は
十
分
ご
留
意

い
た
だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、
再
び
皆

さ
ま
と
一
堂
に
会
し
て
意
見
交
換
が
で

き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
総
会
報
告
と
し

ま
す
。

図　保健所におけるクラスター発生時の応援の有無
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